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平 成 2 6 年 度 事 業 報 告   
 

１． 成長科学に関する研究助成、活動支援等を通じて科学振興を図る事業（公 1） 
（1）研究助成事業 

「研究助成事業に関する実施要領」に基づき、次のとおり実施。 
日本内分泌学会雑誌およびホームページに応募要領を掲載、申請の締切日は 6 月 30
日とし公募。 

1） 自由課題研究 
【研究助成の対象の研究分野】 
 成長科学に関する研究であって次の研究分野のいずれかに該当するもの。 

① 身体の成長・発達に関する基礎的・臨床的研究 
② 成長ホルモン又は成長ホルモンの関連因子に関する基礎的・臨床的研究 
③ 心の発達に関する研究 

   申請は 46 件あり、研究助成委員会において選考のうえ 9 月に選考結果の発表、21 件

に対し助成金（計 1,050 万円）を交付。助成期間は 1 年。（別紙 1-1） 
 
  2）指定課題研究 
  ・（ａ）から（ｅ）については、申請は6件あり、研究助成委員会において選考のうえ9

月上旬に選考結果の発表、6件（計650万円）に対し助成金を交付。助成期間は2年。 
 
  （ａ）成長ホルモン療法の治療効果に及ぼす諸因子の解析並びにアドバース・イベント

の調査に関する研究（300 万円） 
     主任研究者：石井 智弘（慶應義塾大学医学部小児科学教室） 
  （ｂ）成人成長ホルモン分泌不全症患者の診断・治療及び追跡調査に関する研究（150 万円） 

     主任研究者：松野 彰（帝京大学医学部脳神経外科） 
  （ｃ）成長ホルモン及び IGF-Ｉ測定に関する研究（50 万円） 
     主任研究者：勝又 規行（国立成育医療研究センター研究所分子内分泌研究部） 
  （ｄ）ヨウ素摂取と甲状腺機能、成長発達との関連に関する研究（70 万円） 
     主任研究者：布施 養善（国立成育医療研究センター研究所成育政策科学研究部） 
  （ｅ）低身長児（者）の生活の質に関する研究 
     主任研究者：宮尾 益知（どんぐり発達クリニック）（40 万円） 
     主任研究者：花木 啓一（鳥取大学医学部保健学科）（40 万円） 
 

・（ｆ）については、成育治療研究委員会、研究助成委員会において選考のうえ 9 月上旬に

選考結果の発表、下記 1 件に対し助成金を交付。助成期間は 2 年。 
  

  （ｆ）ヨウ素過剰が妊婦および新生児の甲状腺機能に影響する個体差（80 万円） 
     主任研究者：鳴海 覚志（慶應義塾大学地域小児医療調査研究寄附講座） 
 
  3）FGHR（Forum on Growth Hormone Research）臨床研究 
  【研究助成の対象の研究分野】 
   小児の成長・発達及び内分泌領域に関する臨床研究を対象とし、今後の臨床の発展に

寄与すると認められる研究。 



－ 2 － 
 

   申請は17件あり、FGHR臨床研究審査委員が選考のうえ、4月上旬に選考結果の発表、

5 件に対し助成金（1 件：60 万円）を交付。助成期間は 1 年。（別紙 1-2） 
    
  4）研究年報作成 
   平成 25 年度における自由課題研究、指定課題研究および FGHR 臨床研究に関する報

告書をまとめ、研究助成の成果として研究年報 37 号を作成し、平成 26 年 9 月全国の

大学医学部、医科大学および関係官庁の図書館、図書室並びに関係者に配布。 
   なお、この年報には、「第 26 回公開シンポジウム」の講演要旨を併せて収載。 
   年報収載の内容についてはすべてをホームページに掲載している。 

 
（2）学会等の団体に対する助成事業 
  「助成事業に関する実施要領」に基づき、次のとおり実施。 

1） 当協会主催 
第 27 回公開シンポジウムを「心の発達研究委員会」の企画で開催（別紙 2） 
日 時  平成 26 年 6 月 14 日（土）13 時 30 分～16 時 30 分 
場 所  秋葉原 UDX Theater 
テーマ  『子どもと母へのサプリメント ～科学の観点から～ 』 
司 会  髙橋 桃子 日本大学医学部附属板橋病院小児科 
演 者  児玉 浩子 帝京平成大学健康メディカル学部 教授 
     谷口 洋子 谷口医院 副院長 
指定討論 宮尾 益知  どんぐり発達クリニック 院長 
参加者  60 名 
 

2） 第 32 回 内分泌代謝学サマーセミナーの開催を補助（80 万円）（別紙 3） 
日 時  平成 26 年 7 月 10 日（木）～12 日（土） 
代表者  有田 順 山梨大学大学院医学工学総合研究部生理学講座 教授 
場 所  冨士レークホテル（山梨県南都留郡河口湖町） 
参加者  138 名 

 
3） 第 87 回日本内分泌学会学術総会における若手研究奨励賞（YIA）の副賞の一部（10

名中 5 名）を補助（50 万円）（別紙 4） 
日 時  平成 26 年 4 月 24 日（木）～26（土） 
場 所  福岡国際会議場（福岡県福岡市） 
 

4） Clinical Pediatric Endocrinology（日本小児内分泌学会）の出版費を補助（80 万円） 
 

5） 日本成長学会雑誌の出版費を補助（50 万円）（別紙 5） 
 

6）7th International Congress of The GRS and IGF Society における satellite 
symposium 開催に対する補助（50 万円）（学術担当理事において選考）（別紙 6） 

    申請者  髙橋 伸一郎 東京大学大学院農学生命科学研究科 
    日 時  平成 26 年 10 月 16 日（会期：10 月 15 日～18 日 参加者 250 人） 
    場 所  The Suntec Exhibition & Convention Center（シンガポール） 
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（3）研究者に対する助成（主として国際研究協力の助成） 
  「助成事業に関する実施要領」に基づき、次のとおり実施。 

1）国外留学の補助 
 応募の研究者 2 名につき、学術担当理事において選考のうえ留学費を補助 
  ・ 山本 雅昭 （日本医科大学内分泌糖尿病代謝内科 助教）（75 万円） 
    留学先：Cedars-Sinai Medical Center（アメリカ合衆国） 

所 属：Division of Endocrinology 2 年間 
 

・ 宇都宮 朱里 （広島大学大学院医歯薬保健学研究院小児科学 大学院生 
 兼 広島大学病院小児科・クリニカルスタッフ）（75 万円） 

      留学先：University of California, Los Angeles（米国） 
      所 属：Department of Pediatric Endocrinology 1 年間 
 
 
２． 成長ホルモン剤の適正使用を推進する事業（公 2）  

成長ホルモン分泌不全性低身長症など成長障害疾患患者の治療に使われる成長ホルモン

剤の乱用防止、適正な使用を推進する。 
（1）治療適応判定の処理状況 
  全国の医師から事務局に郵送される成長ホルモン治療適応判定依頼書をコンピュータ処  

理により治療適応の可否を判定し、その結果を適応判定委員会に報告し、医師に適応判

定書を送付。 
  処理件数は、平成 26 年 4 月より平成 27 年 3 月までの総件数は新規依頼 666 件、うち可

は 580 件（87.1％）、継続依頼 2,279 件、うち可は 1,979 件（86.8％）である。（別紙 7-1） 
  なお、成長ホルモン分泌不全性低身長症の依頼件数について、前年と比べると、新規は

481 件（対前年比 88.4％）、継続は 1,842 件（対前年比 88.9％）となった。（別紙 7-2） 
プラダー・ウィリ症候群の診断における DNA メチレーションテスト費用の助成は 2 件。 

  骨年齢読影サービスは 401 件。 
 
（2）小児成長ホルモン治療の適応判定基準の改訂 
  ・Prader-Willi 症候群における成長ホルモン治療の継続時適応判定基準改訂 

（平成 26 年 10 月） 
  ・小児慢性腎不全性低身長症における成長ホルモン治療の新規適応判定基準改訂 
                              （平成 27 年 2 月） 
 
（3）成人成長ホルモン分泌不全症症例登録と追跡調査 
  平成 26 年 4 月より平成 27 年 3 月までの新規登録は 3 件、継続は 11 件。 
  企業より市販後調査における提供データを登録。 
 
（4）間脳下垂体疾患（5 疾患）患者の調査研究 
  厚生労働省間脳下垂体研究班員が中心となり、先端巨大症等 5 疾患の患者の登録、長期

予後、合併症等の調査をしているが、平成 22 年 5 月よりこの事務局を協会に移転。各施

設より報告される症例について入力及びマンスリーレポートの発信。 
 
（5）データベースの構築と解析 
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  協会のデータベースに登録された総症例数は、平成 27 年 3 月現在において、新規 63,975
件、継続 179,288 件。さらに平成 23 年度より SGA 性低身長症および成人成長ホルモン

分泌不全症の市販後調査におけるデータが企業から提供されており、協会のデータベー

スへ取り込んでいる。 
 
 

３． ヨウ素関連調査研究事業（公 3） 
本事業の展開につき、ヨウ素関連調査研究委員会が主体となって調査研究を行った。 

（1）ヨウ素欠乏地域に対する国際協力 
  平成 23 年度より進めてきたヨウ素欠乏対象国に対するヨウ素酸カリウム 850 ㎏無償提

供について、昨年度、対象国をスリランカ民主社会主義共和国に決定。平成 27 年 1 月に

スリランカ民主社会主義共和国に向け出荷の手続きを終えた。この件については、日本

ヨウ素工業会、千葉県、京葉天然ガス協議会、ICCIDD（International Council for Control 
of Iodine Deficiency Disorders）Global Network現在は IGN（Iodine Global Network）、
外務省、UNICEF 等の協力のもと実現した。（別紙 8） 

 
（2）日本人のヨウ素摂取量のナショナルデータ作成および甲状腺機能、成長発達との関連に

関する研究調査のため、平成 25 年より学童全国調査を開始し、26 年度は北海道中標津

町、長野県松本市、長崎県長崎市、静岡県浜松市の小学校において実施した。 
 
 
４．広報活動 
（1）協会ニュース  4 回（4 月、8 月、11 月、2 月） 
（2）協会のしおり  平成 26 年度版を 8 月に作成し、関係者に配布。 
（3）ホームページの公開 
（4）医師・患者に対する啓発・支援、講演会等の後援・共催 
    後援 ・「第 38 回成長障害フォーラム」 
          主 催：成長障害フォーラム事務局 
          日 時：平成 26 年 6 月 15 日  
          場 所：仙台国際センター 
          講 演「低身長児の診断と治療」 
 
（5）「心の発達研究委員会」編集によるコミュニケーションペーパー“こころん 10”（4 月発

行）の医療機関への配布。 
 
（6）平成 26 年度 4 月より “子どもの成長と発達－一人ひとりの子どものために成長曲線を

描こう”をスローガンとする冊子を配布。（公財）母子衛生研究会と共同事業。（別紙 9） 
 
 
５．会 議 
（1）理事会 

1） 第 11 回理事会 
     日  時  平成 26 年 5 月 21 日（水）14 時～15 時 
     場  所  東京国際フォーラム会議室 G508 
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     審議事項  平成 25 年度事業報告、決算報告 
  2）第 12 回理事会（書面決議） 
     日  時  平成 26 年 6 月 12 日（木） 
     審議事項  代表理事選定、業務執行理事選定 
  3）第 13 回理事会 
     日  時  平成 27 年 3 月 5 日（木）14 時～16 時 
     場  所  東京国際フォーラム会議室 G508 
     審議事項  平成 27 年度事業計画、収支予算 
 
（2）評議員会 
  1） 第 10 回評議員会 
     日  時  平成 26 年 6 月 12 日（木）14 時～15 時 
     場  所  東京国際フォーラム会議室 G508 
     審議事項  平成 25 年度事業報告、決算報告 
           任期満了に伴い理事・監事選任 
  2）第 11 回評議員会 
     日  時  平成 27 年 3 月 12 日（木）14 時～16 時 
     場  所  東京国際フォーラム会議室 G508 
     審議事項  平成 27 年度事業計画、収支予算 
  
 
（3）学術運営委員会 

1） 日  時  平成 26 年 7 月 19 日（土）16 時～17 時 
     場  所  東京国際フォーラム G610 

2） 日  時  平成 27 年 1 月 17 日（土）16 時～17 時 
 場  所  東京国際フォーラム G510 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



別紙1-1 平成26年度研究助成金採用者（自由課題） 1件につき50万円

№ 所　　　　属 研　　　　究　　　　課　　　　題

1 綾部　匡之 他2名 獨協医科大学越谷病院小児科 プラダー・ウィリー症候群患者への成長ホルモン補充が身長、肥満度、糖尿病へ与える長期的効果の検討

2 荒木久美子 他4名 秋山成長クリニック ターナー症候群の年齢や社会経験の差による空間認知機能を含む脳・認知機能の発達・成熟過程の比較検討

3 有安　大典 他1名 熊本大学生命資源研究支援ｾﾝﾀｰ疾患ﾓﾃﾞﾙ分野 優性遺伝性GH1遺伝子異常症の発症機序に関するヒト化GHマウスを用いた研究

4 磯島　豪 他2名 東京大学医学部附属病院小児科 FAM111Aの生体内における機能の解明

5 板垣俊太郎 他6名 福島県立医科大学医学部神経精神医学講座
福島第一原子力発電所事故後の低線量被爆地域における子どもの心への発達の影響について－出生児のコホート研
究－

6 上野　浩晶 他3名 宮崎大学医学部内科学講座神経呼吸内分泌代謝学分野 グレリン－GH軸を用いた肥満治療の可能性に関する基礎研究

7 大塚　文男 他4名 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科総合内科学 成長ホルモンによる骨芽細胞分化への影響とその機序の検討：骨老化という視点から

8 加納　聖 他1名 山口大学共同獣医学部獣医発生学分野 CRISPR/cas法を用いた矮小変異マウスpeeweeの原因遺伝子slc10a4の機能解析

9 笹岡　利安 他2名 富山大学大学院医学薬学研究部・病態制御薬理学 ドパミン神経系による情動の変化がIGF-1とインスリン作用を介した糖脂質代謝に及ぼす影響の解明

10 佐藤　直子 他1名 たなか成長クリニック 低身長思春期早期発来の原因検索と治療法の確立

11 高畑　佳史 他1名 大阪大学大学院歯学研究科生化学教室 ゲノム編集技術を基盤とした軟骨細胞分化・成長に必須の新規転写因子の探索

12 棚橋　祐典 他2名 旭川医科大学小児科 体質性低身長児におけるACAN遺伝子異常に関する研究

13 中村　明枝 国立成育医療研究ｾﾝﾀｰ研究所分子内分泌研究部 原因不明のSGA性低身長症に対する包括的遺伝子解析

14 伯野　史彦 他3名 東京大学大学院農学生命科学研究科応用動物科学専攻
インスリン受容体基質を介したインスリン受容体の新しい選択的スプライシング制御機構とインスリン様活性調節
機構

15 長谷川高誠 他3名 岡山大学病院小児科 軟骨低形成症における遺伝的背景の解明

16 服部　高子 他4名 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科口腔生化学分野 骨伸長促進効果を有する結合組織成長因子CTGF/CCN2の低身長治療への応用のための基礎研究

17 福岡　秀規 他2名 神戸大学医学部附属病院糖尿病・内分泌内科 成長ホルモン産生下垂体腺腫の腫瘍浸潤性に関連するLong non-coding RNAの同定と作用機序の解明

18 布施　養善 他3名 国立成育医療研究ｾﾝﾀｰ研究所成育政策科学研究部 食物からのヨウ素摂取量を正確に評価するための研究－調理によるヨウ素含有量の変化と加工食品のヨウ素含有量

19 道上　敏美 他1名 大阪府立母子保健総合医療ｾﾝﾀｰ研究所環境影響部門 Natriuretic Peptide Receptor 2を介する「軟骨伸長シグナル」の細胞分子生物学的解析

20 八木　弘子 他2名 東京都立小児総合医療ｾﾝﾀｰ遺伝子研究科 45,Xと45,X/46,XXのTurner症候群の身長についての研究

21 吉本　勝彦 他5名 徳島大学大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ研究部 頭蓋咽頭腫の腫瘍化機構の解析

計21件

申　請　者



別紙1-2 平成26年度　ＦＧＨＲ臨床研究助成金交付者 1件につき60万円　　

№ 所　　　　属 研　　　　究　　　　課　　　　題

1 石井 　智弘 慶應義塾大学医学部小児科 次世代遺伝子解析装置を用いた46,XX精巣性性分化疾患の責任遺伝子の同定

2  鏡　　 雅代 他1名 国立成育医療研究センター研究所分子内分泌研究部 原因不明SGA性低身長症患者における包括的メチル化解析

3 髙木 　優樹 他1名  東京都立小児総合医療センター内分泌代謝科 Long isoform のみを障害する新規POU1F1遺伝子変異の機能分析

4 花川 　純子 他5名 神奈川県立こども医療センター内分泌代謝科 造血幹細胞移植後に生じる部分型萎縮症の発症頻度と危険因子の解明

5 森川 俊太郎 他2名 北海道大学大学院医学研究科小児科学分野 IGSF1異常による中枢先天性甲状腺機能低下症の日本での実態調査と変異の検討

計5名

申　請　者
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公益財団法人成長科学協会 第27回公開シンポジウム 

『子どもと母へのサプリメント ～科学の観点から～』 

日 時  2014年6月14日（土）13：30～16：30 

場 所  UDX Theater（秋葉原UDXビル4階） 

 

■演  者：児玉 浩子（帝京平成大学健康メディカル学部健康栄養学科教授） 

       谷口 洋子（谷口医院副院長） 

■指定討論：宮尾 益知（どんぐり発達クリニック院長） 

■司  会：髙橋 桃子（日本大学医学部附属板橋病院小児科） 

 

PROFILE 

■演 者    児玉 浩子/こだま ひろこ 

1970年大阪大学医学部卒業、大阪大学小児科助手、自治医科大学小児科講師、

帝京大学小児科講師･助教授･教授を経て、 2011年より現職(帝京平成大学健康

メディカル学部健康栄養学科教授･学科長)、帝京大学小児科客員教授併任。日

本臨床栄養学会理事、日本微量元素学会理事、日本先天代謝異常学会監事、日

本学術会議連携会員、日本医師会学術企画委員、日本小児科学会栄養委員会委

員、厚生労働省「日本人の食事摂取基準2015年版」策定委員｡ 

 

■演 者    谷口 洋子/たにぐち ようこ 

1982年神戸大学医学部卒業｡東京大学小児科、自治医科大学小児科での研修を経

て、1988年産婦人科医の夫の故郷である栃木県高根沢町で産婦人科小児科医院

を開設。分娩を扱う産婦人科医の傍らで、新生児期から思春期までを診る小児

科医として地域小児医療に従事し今に至る。 

所属学会は日本小児科学会、日本外来小児科学会、日本小児アレルギー学会、

日本ビタミン学会、日本坑加齢医学会、国際オーソモレキュラー学会。 

 

■指定討論   宮尾 益知/みやお ますとも 

どんぐり発達クリニック院長。徳島大学医学部卒業、自治医科大学小児科学教

室助教授、国立成育医療研究センターこころの診療部発達心理科医長を経て、

2014年4月より現職｡専門は小児精神神経疾患、発達障害、高次認知機能障害、

てんかんなど。 

 

■司 会    髙橋 桃子/たかはし ももこ 

臨床心理士。東京女子大学文理学部心理学科卒業、白百合女子大学大学院発達

心理学専攻修士課程修了。日本大学医学部附属板橋病院小児科に勤務。  
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■提 言     

子どもと母へのサプリメント使用の現状と課題        /児玉浩子 

サプリメントが急速に普及しているのは世界的な傾向で、米国等では、妊婦・授乳婦お

よび乳児・小児が対象のサプリメントも多種多様のものが安価で市販されている。また、

米国小児科学会は母乳栄養児にビタミンＤのサプリメント使用を推奨している。このよ

うな状況下で、米国、中国、韓国などでは小児のサプリメント使用は30%以上であり、

タイでは生後6か月までの乳児の約35％がサプリメントを使用していると報告されてい

る。一方、サプリメント使用による健康被害も報告されている。 

我が国でも近年15～20％の小児がサプリメントを使用していると報告されている。マス

コミやインターネットでの販売業者の宣伝等の影響も大きい。現在、消費者庁は米国の

ダイエタリーサプリメントの表示制度を参考に“食品の新たな機能性表示制度”を検討

しており、今後この制度が小児や母親のサプリメント使用に与える影響も大きいと思わ

れる。「日本人の食事摂取基準」の各栄養素の推奨量は、バランスの良い食事で摂取可

能である。しかし一方的にサプリメントを“必要ない”と言うのではなく、信頼できる

情報や栄養･食に関する知識を保護者に提供し、食育を推進することが極めて大切であ

る。 

 

■提 言 

オーソモレキュラー療法（分子栄養学に基づく栄養療法） 

～胎児期 乳幼児期の食育が人生に影響する！～  /谷口洋子 

ヒトの体は60兆個の細胞でできている。個々の細胞の機能は、細胞を構成している物質

（分子）と、細胞を働かせる酵素やホルモンなどの物質の濃度によって決まる。 

オーソモレキュラー療法は、不足している物質、つまり栄養素を補うことで不定愁訴や

疾病を改善していこうとする栄養療法である。アトピー性皮膚炎の子ども達を、ステロ

イド軟膏に依存せずに改善させることを17年前から継続しているが、 7年前に栄養療法

の考え方を取り入れてから改善が速くなった｡また、栄養療法により、チックや朝起き

不良、登校前の腹痛や頭痛など、不登校につながりがちな不定愁訴においても良い効果

を経験している。アトピー性皮膚炎の乳児の母親に、妊娠中の体調を聴取すると様々な

栄養障害を持っていたと推測できるケースが多い。胎児期に胎盤を通じて受け取るべき

栄養素の不足によって、生後、粘膜や皮膚や精神神経系など様々な問題に影響している

ことをお伝えしたい。妊娠中に、蛋白質、鉄、亜鉛、ビタミンＢ群などを中心とした栄

養療法を試みた母子の状態の調査により、アレルギー疾患になりにくい、感染症にかか

りにくい、情緒が安定している、睡眠の質が良い、溢乳や下痢などが少なく母乳哺育が

継続できるなど、同じ母親から先に生まれた子と比較すると、とても良いことを実感し

ている｡ 

また、最近注目されているビタミンＤは、カルシウム吸収の他にも免疫調節や細胞の分

化にかかわるなど、様々な働きがあることが明らかになっている。ビタミンＤ濃度が、

一般的に使われている基準値内にあれば十分な量というわけではなく、乳児から成人まで

ビタミンＤ不足が多いにもかかわらず、日本では認識が低いという問題にも言及したい。 

PROGRAM 
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電者i摘者(演者)のみ記載しています,

7月10日(木) (1日目)

13:00～13:10　開会の辞

有田　順　(山梨大学大学院医学工学総合研究部)

鵬:10～14:50　第10回内分泌学若手研究書発表(1)

座長:岡村将史　(東北大学病院)

田中期間　(千葉大学大学院医学研究院)

YEC1-1　｢脂肪酸伸長酵素Eiovi6による脂肪酸組成制御と生活習慣病｣

松坂　貫　　く筑波大学医学医猿系)

YEC1-2　｢多発性内分泌腫瘍症1型並びに類縁疾患の新たな知見｣

堀口和彦　(群馬大学大学院匪学系研究科)

YEC1-3　｢脂肪組織緑純化の分子機構と異所性脂筋蓄積｣

田中　都　(東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科)

YEC1-4　｢脂肪細胞由来ホルモン､レプチンのトランスレーショナルリサーチ｣

海老原健　(京都大学医学部附属病院)

14.50-15:10　休　憩

15;10-16:30　シンポジウム(1) :内分泌･代髄の中枢性調節

S1-1　座長;西原真杉　(東京大学大学院農学生命科学研究科)

｢ぼ乳類の生殖を制御するキスペプチンニューロン｣

束村博子　(名古屋大学大学院生命農学研究科)

S1-2　　座長;児島斗勃寮　(久留米大学分子生命科学研究所)

｢臓器連関による新たな骨代謝調節機構｣

竹田　努　(東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科)

18:30-21:00　夕　食

7月11日(令) (2白目)

8;50～10:50　シンポジウム(2) :生活習慣病を解く

S2-1　座長.河田照雄　(京都大学大学院農学研究科)

｢低タンパク食地域における腸内細菌の栄養機能の解明｣

梅崎昌裕　(東京大学大学院医学系研究科)

S2-2　座長同､自　室(群馬大学生体軸研究所)

｢視床下部婁傍核AM PKによる摂食調節機構｣

貸越靖彦　(生理学研究所)

S2-3　座長:松本俊夫　(徳島大学藤井節郎記念医科学センター)

｢肥満と老化(こ坑して生活習慣病に克つ｣

植木浩二郎(東京大学大学院医学系研究科)

10:50-ll;10　休　憩

11:10-12.00　第10回内分泌学若手研究者発表(2)

座長:栗原　勲　(廣噸犠重大学医学部)

山内敏正　(東京大学大学院医学系研究科)

yEC2-1　｢糖尿病と骨代謝異常:囲末的アプローチによる病態解明｣

山本昌弘　(島棍大学医学部)

YEC2-2　｢尿細管一糸球体連関:近位尿細管特異的Sirn遺伝子改変マウス･ヒト胃生検

による糖尿病性胃癌の発症メカニズムの解析｣

長谷川一宏(慶蟻塾大学匪学部)

12100,-12;15　休　憩

12:15-13.05　ランチョンセミナー(1)　　　　　　　　　英催:帝人ファーマ株式会社

座長.高橋　硲　(神戸大学大学院医学研究科)

｢窮気生理学と可視化解析による神経内分泌細胞の分泌現最の解明｣

高野幸施　(北里大学医学部)

13:05-13:45　休　憩

(13; 10-13:40: Young Endocrinoiogist C°nference､会場｢明星｣ )



13:45～14i35　第10回内分泌学若手研究書発表(3)

座長;日中智津　(京都大学大学焼医学研究科)
土居雅夫　(京都大学大学院薬学研究科)

YEC3-1 ｢高月朝前妻負荷による食欲制後醐鮪破綻のメカニズム解明の試み

～トランスクリプト-ム角輔を中心として～｣

園山拓洋　(京都大学大学院医学研究科)

YEC3-2　｢白色･褐色脂肪細胞におけるクロマチン構造変化とエビゲノム鯛紺の役割｣

脇　裕典　(東京大学大学院医学系研究科)

14:35-14:50　休　憩

14:50-15:30　バイオテクノロジーアップデート(1)

座長;若山照彦　(山梨大学生命填撹挙動)

｢lPS細胞研究の今｣

中川職人　(京都大学iPS細胞研究所)

15:30-16:10　キャリアアップ授業(英語プレゼン苅簾締)

座長:束村博子　(名古屋大学大学院生命厘学研究科)

rJapanese Doctors and English Presentat10nS･ A Pathology, Diagnosis,

and Suggested neatmentsJ

MiChaei Guest(宮崎大学医学部)

leil0-16:30　休　憩

16:30～17:30　センチュリーレクチャー

座長:寒川賢治　(国立循環器病研究センター)

｢睡眠･覚醒の謎に挑む｣

柳沢正吏　(筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構)

17:30-17:45　休　憩

17:45-18:45　ポスター発表

寄数番号: 17:45 - 18:15

偶数番号: 18:15 - 18.45

19:00-21;00　夕食(懇親会)

7月12日･(土)

8;30-ノ9:20

YEC4- 1

YEC4-2

9:20へノ9:35

9:35･-10:15

(3日目)

第10回内分泌学若手研究蕾発表( 4)

座長;橋本真土　(東京医科歯科大学大学院底歯学総合研究科)

｢生殖内分泌H -P一〇系の嗣節メカニズムの検討
- BMPとリズム因子に着目して-｣

大塚文男　(岡山大学大学院匪歯薬学総合研究科)

｢中枢神経を介した肝掴産生制御｣

井上　啓　(金沢大学医薬保健研究哉)

休　憩

バイオテクノロジーアップデート(2)

座長;宮澤憲二　(山梨大学大学院医学工学総合研究部)

｢ゲノム織菓技術を活用した生命科学研究｣

川原敏雄　(山梨大学大学院医学工学総合研究部)

10:15-10:25　休　憩

10:25-ll:45　シンポジウム(3) :ステロイド研究のフロントランナー

S3-1　座長:官本　蒸　(福井大学医学部)

｢核内受容体レギュロンによるエネルギー代謝調節｣

話矯蔑一郎(九州大学大学院医学研究院)

S3-2　座長:岩崎轟正　(窟知大学臨床医学部門)

｢グルココルチコイド受容体転写活性に対するマルチレノ吋レ調節ネットワーク;

三次元分子繊勤､らnon-co°ing RNA､そしてenhancerなどin鳴rgeniC area

からの調節についての研究の現況と糖采の展望｣

木野営重　(Program irl ReproductNe and Adu一t Endocrinology,

NICHD, NIH)

ll:45-12:00　休　憩

12:00-12:50　ランチョンセミナー(2)　　　　　　　　　其健:あずか製薬株式会社

座長:森　昌朋　(北関東肥満代謝研究所)

｢妊娠と甲状腺｣

吉村　弘　(伊藤病院)

12:50～13:00　｢第33回内分泌代謝学サマーセミナー｣のご案内

話橋粛一郎(九州大学大学院医学研究院)

13:00～13:10　開会の辞

有田　順　(山梨大学大学院匪学工学総合研究部)
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2014年度YIA最終合格者10名
第87回学術総会高柳会長(福岡)

氏名 �7X8ｨ*ｨ6��傀ｩ���

1 ��(�)|�b�アオヤマ �6x8(7�5B�東京大学大学院医学系研究科 
糖尿病.代謝内科 

2 ��:�矯ﾘ��イトウ �4�8H4｢�HHMIatUniVersityofCalifornia,Lo§ 
Angeles 

3 ���ﾉ^��カンノ �4�8h7��神戸大学大学院医学研究科 
糖尿病,内分泌内科学 

4 冦��ｨ脂Wb�キムラ �484�4��京都大学大学院薬学研究科 
薬理ゲノミクス分野 

5 �8疫�｢�シマ �8h4X486��九州大学大学院医学研究院 
分子生命科学系部門性差生物学講座 

6 �69(i72�タナカ �7�8H5"�東京医科歯科大学 
糖尿病,内分泌,代謝内科 

7 �69(h械�タナカ �8�4�8��信州大学大学院医学研究科 
循環病態学講座 

8 �冢ﾈ����ナがノ �7�6h4･穩�千葉大学大学院医学研究院 
細胞治療内科学 

9 僣ｸﾋI�Y^2�八手ワラ �5�485�5��名古屋大学大学院医学系研究科 
糖尿病.内分泌内科学 

10 傴ﾉm姶｢�マツギ �4ｨ4��神戸大学大学院医学研究科 
内科学講座糖尿病,内分泌内科学部門 

計10名



第87回日本内分泌学会学術総会

会期: 2014年4月24日(木)～26日(土)

学会参加者数報告書

事前登録 �9i?ｩ?ｨ+(,hﾇb�当日登録 倬i���
計 釘�#6釘�#F釘�#V釘�#b�汁 �9i?ｩ�ﾘﾇb�

hfjIJ- 倬i���当日 ��ﾉ�B�人数 劔人数 ��ﾉ�B�

会員 ��2ﾃ����15,000 鉄cr�86 都SB�463 �##r�1.530 �"ﾃ�途�

非会員 ��Bﾃ����16,000 鼎R�0 �#3r�88 �#��346 �3���

院生 釘ﾃ����5,000 田��0 涛B�55 ����167 �##r�

有料参加者合計 剴cs"�86 ��ﾃ�コ�606 �#cb�2,043 �"縱�R�

学生 剪�1 �#��5 釘�30 �3��

国内海外舘待.非会員 剪� �� �� 塔��

理事i歴代.名誉 剪� �� �� �3R�

無料参加者合計 剴��i �#��5 釘�30 ��CR�

参加人数合計 剴cs"�87 ��ﾃ��R�611 �#s��2.073 �"繝c��

学会懇親会 �2�����3,000 塔B�86 辻�- 辻�86 ��s��
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成長ホルモン適応判定委員会の活動状況 
受付数及びその可否一覧表（平成 26 年 4 月～平成 27 年 3 月末迄） 

 

 
 

 成人成長ホルモン分泌不全症登録数    （平成 26 年 4 月～平成 27 年 3 月末） 

     新規登録    3 件 

     継続登録   11 件 

成長ホルモン分泌不全性低身長症 

新
規 

受付総数 可 否   継
続 

受付総数 可 否 希望なし及び中止 

481 431 50   1,842 1,580 17 245 

ターナー症候群 

新
規 

受付総数 可 否 
 継

続 

受付総数 可 否 希望なし及び中止 

23 23 0 
 

102 91 1 10 

軟骨異栄養症 

新
規 

受付総数 可 否 保留 
 継

続 

受付総数 可 否 希望なし及び中止 

43 22 19 2 
 

71 65 0 5 

          

慢性腎不全性低身長症 

新
規 

受付総数 可 否 
 継

続 

受付総数 可 否 希望なし及び中止 

3 3 0 
 

14 13 0 1 

プラダー・ウィリ症候群 

新
規 

受付総数 可 否 
 継

続 

受付総数 可 否 希望なし及び中止 

9 9 0 
 

42 39 0 3 

 

                      SGA 性低身長症 

新
規 

受付総数 可 否 
 継

続 

受付総数 可 否 希望なし及び中止 

107 92 15 
 

208 191 0 17 

          
新規依頼総数   666 件 

 
継続依頼総数  2,279 件  

 
   可総数   580 件 

  
可総数  1,979 件 
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新　規 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合　計

25年度依頼数 69 29 31 44 80 85 42 33 39 35 26 31 544

26年度依頼数 56 31 23 27 75 74 48 35 21 39 20 32 481

前年度との比較 81.2% 106.9% 74.2% 61.4% 93.8% 87.1% 114.3% 106.1% 53.8% 111.4% 76.9% 103.2% 88.4%

継　続 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合　計

25年度依頼数 151 165 196 175 266 235 226 176 125 156 102 98 2,071

26年度依頼数 131 145 179 128 187 237 219 172 123 133 101 87 1,842

前年度との比較 86.8% 87.9% 91.3% 73.1% 70.3% 100.9% 96.9% 97.7% 98.4% 85.3% 99.0% 88.8% 88.9%

成長ホルモン分泌不全性低身長症依頼数比較
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スリランカ民主社会主義共和国へのヨウ素酸カリウム無償提供 
 

3 月 17 日、千葉県庁において、スリランカ民主社会主義共和国（以下、スリランカ）

に対するヨウ素酸カリウム 850 ㎏の贈呈式が行われました。 
 

 これは、当協会のヨウ素関連調査研究委員会が、日本ヨウ素工業会よりヨウ素酸カリ

ウム 850 ㎏無償支援の申し出をいただいたのを受け、ヨウ素欠乏地域への国際協力と

して、支援先（国）をスリランカと決定し以前より同国と交渉してきましたが、今年 1
月、各方面への調整が整い、ヨウ素酸カリウムがスリランカに向け出荷されたことを受

け、贈呈式を行ったものです。（既に、スリランカ政府保健省に提供済み） 
 ここに至るまでに、支援先の調整については、ユニセフ、外務省、Iodine Global 
Network、また物資の提供・輸送費用の支援などで、日本ヨウ素工業会（加盟企業全 8
社のうち、千葉県内に拠点を置く 6 社）、京葉天然ガス協議会に多大なるご協力を賜わ

り、また最終的な調整をいただいた千葉県に深く感謝申し上げます。 
 ヨウ素は人間の成長に欠かせない栄養素の一つで、ヨウ素欠乏症は、発育不全、知能

障害、その他種々の機能障害や甲状腺腫などを引き起こします。今回贈られた 850 ㎏

のヨウ素は、スリランカでヨウ素入りの食塩として加工され、スリランカの人々の健康

維持に役立てられるということです。  
 
 【出席者】（敬称略、肩書は 3/17 現在） 

・在日スリランカ大使館商務参事官 D.D.Premaratne（D.D.プレマラトナ） 
・日本ヨウ素工業会会長 京葉天然ガス協議会会長 吉井 正德 
・千葉県副知事 諸橋 省明 
・千葉県総合企画部長 鶴巻 郁夫 
・ユニセフ東京事務所パートナーシップ調査官 大須賀 智子 
・Iodine Global Network *日本代表 （公財）成長科学協会名誉顧問 入江 實 
・（公財）成長科学協会理事長 田中 敏章 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

* Iodine Global Network（アイオダイン・グローバル・ネットワーク） ヨウ素欠乏症に対する活動

を進める NGO。平成 25 年に ICCIDD（ヨウ素欠乏症国際対策機構）より名称変更。 
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平成 26 年度 「子どもの成長・発達普及啓発事業」概要 

 

“子どもの成長と発達－一人ひとりの子どものために成長曲線を描こう” 

冊子無償配布 

 
●小冊子『子どもの成長と発達―ひとりひとりに成長曲線を描こう』を作成 
  保護者が子どもの身長・体重を標準成長曲線に描くことにより、子どもの健全な成長を

見守り、また低身長や思春期早発、肥満・やせなどの早期発見・早期治療の重要性につ

いて理解を深められるよう分かりやすくまとめた小冊子を、市町村の妊娠届け出時に無

償配布。 
 
●体 裁：B6 判 16～24 ページ カラー 中綴じ 成長曲線収録 
 
●指 導：田中敏章（成長科学協会理事長、たなか成長クリニック院長） 
 
●対 象：乳幼児を持つ保護者、妊婦 
 
●配布先：都道府県・政令指定都市・中核市等 
 
●部 数：80 万部 
 
●配布期間：平成 26 年 4 月より平成 27 年 3 月まで 
 
 
●公益財団法人母子衛生研究会との共同事業（発行） 
附：【公益財団法人 母子衛生研究会】 
「心豊かな親づくりとすべての子どもの幸せを」を願って、昭和 35 年 3 月設立。 
全国の市区町村から妊婦や子育て中の保護者に、妊娠・出産・育児の確かな情報提供を行

うとともに、母子保健の専門家・関係機関との連携のもと母子保健向上に取り組む。母子

健康手帳や副読本の作製、配布。母子健康関係者向けセミナー等開催。 
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